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1. 

製粉工場にゐける小麦及小麦粉が害虫によってうける損害は年k英大君主ものがあり，と

とに近来平和産業の復興にともたう製菓業界の隆盛や，当局の粉食奨励によって小麦粉の

圏内消費高は職後場大の一途をたどりつつあるので，小麦掛害虫の防除はいよいよ重要性

をゐびてきたといわねば君主らたい.

まや原料小麦の場合は米殺と全く同様といって差支えたしとれに発生する害虫も米教

害虫と同種類(りのものが多いので従って駆除の手段もとれに準じて治とたえばよいから，

いまは原料小麦についてはふれ君主いととにする.

つぎに貯菰小麦掛に発生する害虫の種類は非常に多く，いまその主たものをあげるとコ

グヌストモドキ類 Triboliumspp.， ヒラタムシ類 Laemophloewspp.，オオコグヌスト

TenebroiJes mauritanic叫ナガシγクイ Rhizoperthaゐminica，ヨクゾウ類 Calandraspp. 

たど鞘趨固に属する小型の甲虫類仰が多い.とのほか隣麹目に属する小蛾類としてはコナ

マグラメイガ Ephestiacautella，カシノ シマメイガ Pyralisfarinalis，ノシメコクガ Plodia
inter.抑制ella(3)があげられ，さらに最近食品害虫として色占問題とたっているコナグ=類

Acarzn siroグ Tyrophagusdimidiatus仰がある.

とのなかで援も加容の甚しいのは始めにあげたコクヌストモドキの類であるが，我固に

主ないてはとれについて具体的君主被害調査が未だ君主されてゐら守，ととに損害高を示めすと

とは出来たい.しかし米国に=ないては小麦掛害虫によって被むる損害の84%聞はとの種類

のためであると云われている.我国で小麦粉を加害するコグヌストモドキには2種類あっ

て，コグヌストモドキ Tr必oliumca!taneum (HERBST) = Syn. Tri・'boliumferrugineum 
FABRICIUSとヒラグコグヌストモドキ Tr必oliumconfiωum J. du V.であるが，前者によ
る被害が殆んど大部分を占めているとみたしてよい.

との害虫について1939年，米国の Mills，Pepper(のが注目すペ密実験をたとたっている

が，それは小麦掛中に発生しているヒラタコクヌストモドキを誤って喰ペた場合にとれが

高等動物に及ぼす影響について，白鼠たらびに人体について該虫を実際に明下試験をした

ととろ何等特別に変った働候がなかったと報告している. しかし訟がら他方に沿いて児童

に相当多くの寄生例が認められている縮小条虫 Hymenolepisdiminutaの中間宿主(めとし

てとの2種類のコグヌストモドキが知ちれてゐり，該条虫の感染径路は小麦粉製品が大部

分である菓子類を介してたされる懸念が深いので，Tr必olium類は農業害虫の対象売るば

後学名は B肱.er& Wharton (1963) : An introduction to aarologyによった.乙れは従来

Tylogl)φhus fmぜnaeといわれていた種煩である.
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かりでなく，公衆衛生の立場からみても，その駆除はなされねば君主らI君主い志の、と考える.

ll. 

さて製粉工場に3なげる小麦粉害虫防除法としては毒瓦斯嬬蒸法や加熱殺虫法があるが，

嬬蒸法は原料小麦の場合は貯菰米に於けると閉じく効果のある方法であるが，製掛された

小麦掛に対し，とくに袋詰めにされてしまった後に沿いては瓦斯が粉のたかまで君主透しに

くく防除の徹底を欠くうらみがあった叉製掛工場にたける虫害の発生は小麦紛貯菰倉庫

に沿いてみられるのみ君主らや，製掛過程に沿いて製掛機械の隅々に残留する少量の粉が害

虫繁殖の場所にも主主っているので，かかる箇所にたいしては嬬蒸，加熱両法とも実行でき

寸志，またDDTやBHC汝どの殺虫剤撒布も，対象が吾人の常食である関係上とれをゐと

伝うととは難しい.

また小麦掛を短時間のあいtc.， 一定の高温 (1180F.-1220F.)m，あるいは低温 (IQOF.
_200F.)<8)tc接触させて温度処理をする方法もあるが，特に加熱法は事後に沿いて小麦掛

の物理的性駄に変成をぎたし製パン用紛の場合はととに不適当になるので，残された手段

としては専ら工場内の清潔保持による以外に適当主主害虫駆除の法が目下のととる見当らな

い現扶でbる.

筆者は小麦粉貯蔵の実際的見地よ t，製掛後に主訟と主主われる小麦紛の漂白過程に沿いて

鉛に添加される積々の漂白剤が漂白時にあたっ'"C，最も虫害のひどいコグヌストモドキに

たいして殺虫効果があるか否かを検討してみたのである.

III. 

食品衛生法第7条例によって許可されている小麦粉漂白剤としては過酸化窒素 N(h，

過酸化ペンゾイル (C6Hs・CO)a02，二酸化塩素 Cl(h，臭素酸加里 KBrU3君主どがあり，
とのほかにはオゾン 03，塩素ガス CJ2，三塩化窒素 NCJ3，塩化=トロ シル NOCl(7. B)も

使用されている. とのうち三塩化窒素で処理したものは小麦粉蛋自の1種である副uten

のなかに含有する methionineが変成して有毒注 methioninesulfoximineを形成し，往

身にしてとの物質のために高等動物が重い中毒症扶を起すととが，最近笑国の Mellanby

)訴の研境(10，ll)によヲて判明したので，米国では英国に先じていち早く本剤使用を禁止

するに至った.

小麦粉漂白剤として最も普及Lているのは過酸化べy メイル(12)であるが，実際に使用す

るにはその爆発性防止ならびに士宮量のために燐酸一石炭 CaH，(PO')2を3傍量加えて混
合したものが漂白改良剤として種々の商品名で市販に供されている.尤も燐酸石次はまた

製ノミンにあたり酵母の栄養分とたり，ねり紛の吸水性の増加，焼成時に沿いて膨潤性を大

たらしめる作用もある(7).漂白にあたってはとれをと小麦粉重量の約ν50∞程度〈法定許容
量:小麦粉lkgにつき3.3gr(9))を小麦粉に加えて充分捜枠混合し，密閉務中で数日間放

置すればよい.

過酸化ペシゾイ Yレの漂白作用は衣のように進行する町.

(C6Hs・CO)2U2+H20=2C6HsCOOH+O 
spち，過酸化べYゾイ Jレはあらかじめ添加された小麦粉中の湿分にふれて酸素を放出し，
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との酸素によって小麦掛着色の原固たるカロチγが酸化されて純白の粉とたる.とのとき

生守る安息香酸が本剤処理をたとたった小麦掛中に残留するととに怒るが，ごく徴量のた

め連用しても人体には無害とされている.また本剤で課白すると，貯戴中に持ける小麦粉

変敗の1因となる蛋自分解酵素の作用を促進する glutathioneの伯きを抑制するので，

間接的に粉質改良に役立つと云うととである(的.

lV. 

実験方法及結果:容量5Occ.の無色広口瓶のたかに精製小麦軒(日清製粉株式会枇製

“Pastry f1our")全量 10gr.を入れ，とれに過酸化ぺγゾイノレ粉末を種kの割合(1/20，

1/10， 1/5， 1/2)に添加してよく両者を混合して3ないたたかに，ヨグヌストモドキの成虫

を各1001Jfあて投入して査をし，とれを温度2'7.50C.，湿度75%に調節した恒温器中(暗

黒)に3ないで飼育して， 1日1固定時刻に200C.に保った室内にとり出して供試虫の生死

を綴察した.実験期聞は昭和28年12月より昭和29年1月までの聞にゐζ友ったが，いまそ

の実験開始後30日間の成槙を示めすと第1表の如〈である.

第 1表 小麦粉に添加した過酸化ペ:/'.1イルがコクヌストモドキ

Tribolium casta柑 um成虫の生死に及ぼす影響

混 JロL Z担
経過日数 対 照

1/20 1/10 1/5 1/2 

F 凶 同 凶 E 

1 日 日 100 100 100 100 ]00 

10 日 目 99 95 92 89 10日

20 日 日 96 94 81 48 100 

30 日 目 95 94 46 11 95 

表中の虫数tH提言責虫の生存数を示めず

とれによって経過日数30日自における扶態をみると，過酸化ぺンゾイルの添加割合が法

定許容量よりはるかに大量の 1/20区に沿いてすら，コグヌストモドキの生存虫数は1∞E
中95匹であって，との結果は本剤をまったく加えや小麦掛のみで飼育した対照区と同成績

で，過酸化べγ ゾイルの殺虫効果は全然たいと去ってよい. とれが添加割合1/2区に怠れ

ば生存虫数1001Jf中ll1Jfと君主り，殺虫率884μ(Abbottの補正値、13)) と主主るが， ζのよ

う君主高濃度の添加は実用上到底許さるべくもたいから，本実験の趣旨であった小麦掛漂白

剤としての過酸化ぺγ ゾイルのコグヌストモドキにたいする殺虫効果は全然君主いものと認

めざるをえ君主い.尤もとの実験に沿いては増量剤として燐酸石次を加用したかったので実

際の場合と多少異った結果に君主ったのかもわから君主いが，との点については今後さらに精

しく検討を加え，叉他の漂白剤についても同様の試験をたとなう考えである.

終りに，との問要は既に昭和29年 1月31日，第33回関西病害虫研究会において講演し

た叉本研究について有益君主助言を与えられた畏友京大農学部助教授河野達郎氏，並に実

験の助力を願った河田和雄氏に感謝の意を表したい.
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V. 

小麦紛の重要害虫であるヨグヌストモドキ Trj・'boliumcastaneumにたいして小麦粉寝白

剤過酸化ぺシゾイル (C6Hs・CO)202の殺虫効果を実験したととろ，実用上からみて全く
とれは無効であるととを知った.
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